
第 54回　いわき市民美術展覧会

令 和 ７ 年 ２ 月 ７ 日 ～ ２ 月 1 6 日
午　前　９：30 ～ 午　後　５：00
い わ き 市 立 美 術 館

書 の 部

主　催　いわき市民美術展覧会運営委員会・いわき市教育委員会
　　　　いわき市文化協会・いわき市立美術館
後　援　�福島民報社・福島民友新聞社・いわき民報社・ＮＨＫ福島放送局 

ラジオ福島・福島テレビ・福島中央テレビ・福島放送・テレビユー福島 
FM いわき

協　力　いわき美術協会・いわき陶芸協会・いわき書道協会・いわきアート集団
　　　　いわき写真協会



審 査 を 終 え て

　今年も市美展の始まりとして書の部門が開催されました。

　審査にあたっては、公平に偏らないことに気をつけ、審査員三人の意見を尊重し、行いました。

出品された作品は全て紙一重で、限られた人数の入賞作品を決めることは大変な役割であった 

ことを理解して欲しいと思います。

　入賞作品で特に気をつけたことは、

〇誤字がないかどうか

　誤字になりやすい文字は、特に丁寧に書き確認することが大事であると思います。

〇運筆はどうか

　リズム、潤渇、遅速、細太　などを考慮し決定いたしました。

　時間、紙、墨を惜しまず作品の締切日まで何枚も書き、その中の一枚を出品するというその

努力は、書ならではと思います。

　書は日常生活の全てにかかわっており、出品者はもちろんのこと、市民の皆様に書の魅力や

楽しさを感じて欲しいと思います。

　今年度も昨年度同様に多くの高校生が出品し、会場の雰囲気も楽しくなりました。

　このことを機に出品することのみでなく、書への愛着と研究心を持ち続けて欲しいと願って

おります。

　師匠の言葉をお借りするなら

 「選文７割、書くこと３割」、そして「書家は職人であれ」と……。

　また、　「行く道すじには、根底の確かな方法をとらねばならない。」

　次年度の作品制作の一助になれば嬉しいです。

令和７年２月５日

審査員長　 芳　賀　二　葉

いわき市民美術展覧会書の部歴代三賞受賞者一覧表

回　数 年　度 市　　長　　賞 議　　長　　賞 教　育　長　賞
５ 50 雅 楽 川 　 一 　 睡 石 　 川 　 大 　 湲 田 　 辺 　 碩 　 声
６ 51 田 　 辺 　 碩 　 声 石 　 川 　 大 　 湲 村 　 上 　 三 　 峨
７ 52 菅 　 野 　 空 　 谷 園 　 部 　 秋 　 月 雅 楽 川 　 一 　 睡
８ 53 清 　 水 　 桂 　 心 矢 　 内 　 　 　 齊 芳 　 賀 　 二 　 葉
９ 54 春 　 日 　 八 　 虎 飴 　 野 　 桂 　 洞 雅 楽 川 　 一 　 睡
10 55 矢 　 内 　 　 　 齊 飴 　 野 　 桂 　 洞 滝 　 　 　 翠 　 嶺
11 56 荒 　 井 　 東 　 苑 滝 　 　 　 翠 　 嶺 飴 　 野 　 桂 　 洞
12 57 飴 　 野 　 桂 　 洞 矢 　 内 　 　 　 齊 芳 　 賀 　 二 　 葉
13 58 吉 　 田 　 汀 　 秀 松 　 崎 　 秋 　 香 神 　 林 　 東 　 伸
14 59 滝 　 　 　 翠 　 嶺 芳 　 賀 　 二 　 葉 吉 　 田 　 汀 　 秀
15 60 神 　 林 　 東 　 伸 吉 　 田 　 汀 　 秀 長 谷 川 　 素 　 碩
16 61 神 　 林 　 東 　 伸 芳 　 賀 　 二 　 葉 芦 　 川 　 雪 　 舫
17 62 松 　 崎 　 秋 　 香 川 　 嶋 　 石 　 楠 大 河 原 　 一 　 酔
18 63 渡 　 邊 　 大 　 雅 齋 　 藤 　 柳 　 史 長 谷 川 　 素 　 碩
19 平成元 芦 　 川 　 雪 　 舫 渡 　 邊 　 大 　 雅 長 谷 川 　 素 　 碩
20 ２ 松 　 崎 　 秋 　 香 齊 　 藤 　 王 　 寧 渡 　 邊 　 大 　 雅
21 ３ 谷 　 津 　 彤 　 雲 高 　 久 　 香 　 扇 江 　 尻 　 苔 　 逕
22 ４ 金 　 賀 　 香 　 楓 谷 　 津 　 彤 　 雲 高 　 久 　 香 　 扇
23 ５ 齋 　 藤 　 柳 　 史 永 　 山 　 閑 　 遠 金 　 賀 　 香 　 楓
24 ６ 齋 　 藤 　 王 　 寧 江 　 尻 　 苔 　 逕 細 　 井 　 研 　 堂
25 ７ 馬 　 目 　 香 　 楊 細 　 井 　 清 　 子 谷 　 津 　 彤 　 雲
26 ８ 永 　 山 　 閑 　 遠 齋 　 藤 　 柳 　 史 髙 　 野 　 　 　 晶
27 ９ 高 　 久 　 香 　 扇 細 　 井 　 研 　 堂 馬 　 目 　 香 　 楊
28 10 細 　 井 　 研 　 堂 江 　 尻 　 苔 　 逕 及 　 川 　 峰 　 紘
29 11 馬 　 目 　 香 　 楊 河 　 辺 　 素 　 月 金 　 賀 　 香 　 楓
30 12 木 　 田 　 湛 　 周 齋 　 藤 　 王 　 寧 猪 　 狩 　 桂 　 舟
31 13 木 　 田 　 湛 　 周 猪 　 狩 　 桂 　 舟 細 　 井 　 清 　 子
32 14 鈴 　 木 　 我 　 峻 大 　 平 　 峰 　 生 永 　 山 　 閑 　 遠
33 15 鈴 　 木 　 我 　 峻 細 　 井 　 清 　 子 殿 　 塚 　 聖 　 安
34 16 谷 　 津 　 淑 　 夫 殿 　 塚 　 聖 　 安 細 　 井 　 清 　 子
35 17 鈴 　 木 　 花 　 泉 筥 　 崎 　 雪 　 虹 小 　 松 　 遊 　 苑
36 18 大 河 原 　 一 　 酔 小 　 松 　 遊 　 苑 鈴 　 木 　 花 　 泉
37 19 物 　 江 　 虹 　 唐 金 　 成 　 晁 　 泉 小 　 松 　 遊 　 苑
38 20 筥 崎 雪 虹 伊 藤 松 茄 坂 本 一 道
39 21 筥 崎 雪 虹 大 　 平 　 峰 　 生 小 　 松 　 遊 　 苑
40 22 物 江 虹 唐 井 戸 川 　 保 　 子 髙 　 野 　 　 　 晶
41 23 金 成 晁 泉 江 川 文 子 新 妻 淡 遠
42 24 新 妻 淡 遠 江 川 文 子 本 田 葉 月
43 25 菜 花 琴 雪 新 妻 淡 遠 臺 　 麗 子
44 26 村 越 紫 苑 阿 部 嶋 泉 山 川 榮 雪
45 27 井 戸 川 　 保 　 子 春 日 賢 治 𠮷 村 翆 苑
46 28 樋 田 静 流 伊 藤 松 茄 井 戸 川 　 保 　 子
47 29 樋 田 静 流 阿 部 嶋 泉 臺 　 麗 子
48 30 佐 藤 景 苑 臺 　 麗 子 片 寄 光 月
49 31 馬 上 於 花 丹 野 清 波 藤 田 桂 雪
50 令和２ 馬 上 於 花 吉 村 翆 苑 金 成 大 雅
51 ３ 村 越 紫 苑 金 成 大 雅 齊 藤 福 庵
52 ４ 金 成 大 雅 江 川 文 子 丹 野 清 波
53 ５ 江 川 文 子 齊 藤 福 庵 吉 村 翆 苑

註　書の部は第５回市美展から開催



審 査 を 終 え て

　今年も市美展の始まりとして書の部門が開催されました。

　審査にあたっては、公平に偏らないことに気をつけ、審査員三人の意見を尊重し、行いました。

出品された作品は全て紙一重で、限られた人数の入賞作品を決めることは大変な役割であった 

ことを理解して欲しいと思います。

　入賞作品で特に気をつけたことは、

〇誤字がないかどうか

　誤字になりやすい文字は、特に丁寧に書き確認することが大事であると思います。

〇運筆はどうか

　リズム、潤渇、遅速、細太　などを考慮し決定いたしました。

　時間、紙、墨を惜しまず作品の締切日まで何枚も書き、その中の一枚を出品するというその

努力は、書ならではと思います。

　書は日常生活の全てにかかわっており、出品者はもちろんのこと、市民の皆様に書の魅力や

楽しさを感じて欲しいと思います。

　今年度も昨年度同様に多くの高校生が出品し、会場の雰囲気も楽しくなりました。

　このことを機に出品することのみでなく、書への愛着と研究心を持ち続けて欲しいと願って

おります。

　師匠の言葉をお借りするなら

 「選文７割、書くこと３割」、そして「書家は職人であれ」と……。

　また、　「行く道すじには、根底の確かな方法をとらねばならない。」

　次年度の作品制作の一助になれば嬉しいです。

令和７年２月５日

審査員長　 芳　賀　二　葉

いわき市民美術展覧会書の部歴代三賞受賞者一覧表

回　数 年　度 市　　長　　賞 議　　長　　賞 教　育　長　賞
５ 50 雅 楽 川 　 一 　 睡 石 　 川 　 大 　 湲 田 　 辺 　 碩 　 声
６ 51 田 　 辺 　 碩 　 声 石 　 川 　 大 　 湲 村 　 上 　 三 　 峨
７ 52 菅 　 野 　 空 　 谷 園 　 部 　 秋 　 月 雅 楽 川 　 一 　 睡
８ 53 清 　 水 　 桂 　 心 矢 　 内 　 　 　 齊 芳 　 賀 　 二 　 葉
９ 54 春 　 日 　 八 　 虎 飴 　 野 　 桂 　 洞 雅 楽 川 　 一 　 睡
10 55 矢 　 内 　 　 　 齊 飴 　 野 　 桂 　 洞 滝 　 　 　 翠 　 嶺
11 56 荒 　 井 　 東 　 苑 滝 　 　 　 翠 　 嶺 飴 　 野 　 桂 　 洞
12 57 飴 　 野 　 桂 　 洞 矢 　 内 　 　 　 齊 芳 　 賀 　 二 　 葉
13 58 吉 　 田 　 汀 　 秀 松 　 崎 　 秋 　 香 神 　 林 　 東 　 伸
14 59 滝 　 　 　 翠 　 嶺 芳 　 賀 　 二 　 葉 吉 　 田 　 汀 　 秀
15 60 神 　 林 　 東 　 伸 吉 　 田 　 汀 　 秀 長 谷 川 　 素 　 碩
16 61 神 　 林 　 東 　 伸 芳 　 賀 　 二 　 葉 芦 　 川 　 雪 　 舫
17 62 松 　 崎 　 秋 　 香 川 　 嶋 　 石 　 楠 大 河 原 　 一 　 酔
18 63 渡 　 邊 　 大 　 雅 齋 　 藤 　 柳 　 史 長 谷 川 　 素 　 碩
19 平成元 芦 　 川 　 雪 　 舫 渡 　 邊 　 大 　 雅 長 谷 川 　 素 　 碩
20 ２ 松 　 崎 　 秋 　 香 齊 　 藤 　 王 　 寧 渡 　 邊 　 大 　 雅
21 ３ 谷 　 津 　 彤 　 雲 高 　 久 　 香 　 扇 江 　 尻 　 苔 　 逕
22 ４ 金 　 賀 　 香 　 楓 谷 　 津 　 彤 　 雲 高 　 久 　 香 　 扇
23 ５ 齋 　 藤 　 柳 　 史 永 　 山 　 閑 　 遠 金 　 賀 　 香 　 楓
24 ６ 齋 　 藤 　 王 　 寧 江 　 尻 　 苔 　 逕 細 　 井 　 研 　 堂
25 ７ 馬 　 目 　 香 　 楊 細 　 井 　 清 　 子 谷 　 津 　 彤 　 雲
26 ８ 永 　 山 　 閑 　 遠 齋 　 藤 　 柳 　 史 髙 　 野 　 　 　 晶
27 ９ 高 　 久 　 香 　 扇 細 　 井 　 研 　 堂 馬 　 目 　 香 　 楊
28 10 細 　 井 　 研 　 堂 江 　 尻 　 苔 　 逕 及 　 川 　 峰 　 紘
29 11 馬 　 目 　 香 　 楊 河 　 辺 　 素 　 月 金 　 賀 　 香 　 楓
30 12 木 　 田 　 湛 　 周 齋 　 藤 　 王 　 寧 猪 　 狩 　 桂 　 舟
31 13 木 　 田 　 湛 　 周 猪 　 狩 　 桂 　 舟 細 　 井 　 清 　 子
32 14 鈴 　 木 　 我 　 峻 大 　 平 　 峰 　 生 永 　 山 　 閑 　 遠
33 15 鈴 　 木 　 我 　 峻 細 　 井 　 清 　 子 殿 　 塚 　 聖 　 安
34 16 谷 　 津 　 淑 　 夫 殿 　 塚 　 聖 　 安 細 　 井 　 清 　 子
35 17 鈴 　 木 　 花 　 泉 筥 　 崎 　 雪 　 虹 小 　 松 　 遊 　 苑
36 18 大 河 原 　 一 　 酔 小 　 松 　 遊 　 苑 鈴 　 木 　 花 　 泉
37 19 物 　 江 　 虹 　 唐 金 　 成 　 晁 　 泉 小 　 松 　 遊 　 苑
38 20 筥 崎 雪 虹 伊 藤 松 茄 坂 本 一 道
39 21 筥 崎 雪 虹 大 　 平 　 峰 　 生 小 　 松 　 遊 　 苑
40 22 物 江 虹 唐 井 戸 川 　 保 　 子 髙 　 野 　 　 　 晶
41 23 金 成 晁 泉 江 川 文 子 新 妻 淡 遠
42 24 新 妻 淡 遠 江 川 文 子 本 田 葉 月
43 25 菜 花 琴 雪 新 妻 淡 遠 臺 　 麗 子
44 26 村 越 紫 苑 阿 部 嶋 泉 山 川 榮 雪
45 27 井 戸 川 　 保 　 子 春 日 賢 治 𠮷 村 翆 苑
46 28 樋 田 静 流 伊 藤 松 茄 井 戸 川 　 保 　 子
47 29 樋 田 静 流 阿 部 嶋 泉 臺 　 麗 子
48 30 佐 藤 景 苑 臺 　 麗 子 片 寄 光 月
49 31 馬 上 於 花 丹 野 清 波 藤 田 桂 雪
50 令和２ 馬 上 於 花 吉 村 翆 苑 金 成 大 雅
51 ３ 村 越 紫 苑 金 成 大 雅 齊 藤 福 庵
52 ４ 金 成 大 雅 江 川 文 子 丹 野 清 波
53 ５ 江 川 文 子 齊 藤 福 庵 吉 村 翆 苑

註　書の部は第５回市美展から開催



－ 1－

書の部入賞者
賞　　　名 題　　　名 氏　　　名 住　　　所

い わ き 市 長 賞 五 言 律 詩 山 川 榮 雪 平

い わ き 市 議 会 議 長 賞 三 字 句 齊 藤 福 庵 郷ケ丘

いわき市教育委員会教育長賞 古 今 和 歌 集 西　　　恵美子 四倉町

《佳作》

福 島 県 報 徳 社 賞 臨 王 鐸 田 村 萬 里 中央台

遠 藤 一 心 堂 賞 趙 執 信 詩 山 口 瑞 花 常磐上湯長谷町

キ ョ ー 和 賞 夏 完 淳 詩 伊 藤 松 茄 平赤井

株式会社風雅プランニング賞 丁 仙 芝 詩 古和口　瑛　香 中岡町

〃 人 間 は 渡 辺 梨 花 石塚町

ガスワン賞（常磐共同ガス株式会社） 七 言 律 詩 髙 萩 祥 陽 泉町

ひ ま わ り 信 用 金 庫 賞 古 今 集 の う た 石 井 京 師 内郷綴町

と き わ 会 賞 李 賀 詩 櫛 田 　 啓 中央台

有 限 会 社 朝 日 建 工 賞 臨 米 芾 比 佐 恒 翠 小名浜

《特別賞》

青少年賞（いわき書道協会賞 ) 臨 張 猛 龍 碑 渡 部 愛 加 平北白土

青少年賞（遠藤一心堂賞） 臨 寸 松 庵 色 紙 髙 木 優 華 渡辺町松小屋

青少年賞（富士川新社賞） 臨 風 信 帖 星 野 美 姫 常磐下湯長谷町

青少年賞（有限会社朝日建工賞） 王 維 詩 清 野 笑 日 平

※審査員はいわき市民美術展覧会運営委員会での推薦をもとに決定され、三賞および佳作等は審査員が選考します。
※青少年賞は、若手育成を目的とした賞で、20 歳未満の出品者を対象とします。



－ 2－

書　　の　　部

№ 賞 題　　　名 氏　　　名 住　　　　　所
1 わ 可 多 め に 九 る 遠 藤 美 幸 小名浜玉川町
2 臨 隅 寺 心 経 小 川 姫 奈 郷ケ丘
3 呉 昌 碩 詩 小 野 泰 山 小名浜
4 臨 寸 松 庵 色 紙 吉　﨑　あみり 郷ケ丘
5 佳 作 丁 仙 芝 詩 古和口　瑛　香 中岡町
6 臨 寸 松 庵 色 紙 坂 内 美 紅 郷ケ丘
7 臨 造 像 記 鈴 木 芳 春 小川町高萩
8 百 人 一 首 村 上 春 香 常磐関船町
9 臨 多 宝 塔 碑 鈴 木 桃 華 平下神谷
10 臨 隅 寺 心 経 高 沢 泰 河 平下神谷
11 臨 寸 松 庵 色 紙 小 山 七 海 平塩
12 臨 造 像 記 福 岡 憲 子 内郷綴町
13 臨 寸 松 庵 色 紙 永 井 伶 奈 泉町
14 臨 隅 寺 心 経 道 幸 遥 香 平
15 無 我 根 本 本 子 渡辺町田部
16 臨 寸 松 庵 色 紙 草 野 圭 祐 平下平窪
17 臨 趙 之 謙 井 上 桃 華 平下荒川
18 臨 隅 寺 心 経 鈴 木 大 生 中央台
19 招 待 巡 る 季 節 井戸川　保　子 郷ケ丘
20 臨 乙 瑛 碑 木 村 律 子 平中神谷
21 秊 豊 馬 上 奈 巳 小名浜
22 臨 隅 寺 心 経 新 田 和 奏 平
23 千 の 風 に な っ て 清　野　美知子 中央台
24 臨 多 宝 塔 碑 中　西　ひなた 平
25 臨 蘭 亭 叙 坂 本 洲 美 湘南台
26 臨 隅 寺 心 経 齋 藤 恵 子 中央台
27 臨 蘭 亭 叙 鈴　木　志恵子 泉ケ丘
28 臨 和 漢 朗 詠 集 猪 狩 晴 美 四倉町
29 臨 隅 寺 心 経 加 藤 綾 音 泉もえぎ台
30 魂 遠 藤 由 子 鹿島町久保
31 臨 寸 松 庵 色 紙 赤 塚 郁 斗 平下神谷
32 佳 作 臨 米 芾 比 佐 恒 翠 小名浜
33 臨 隅 寺 心 経 鈴 木 匠 悟 鹿島町下蔵持
34 芭 蕉 の 句 小 野 香 華 常磐下船尾町
35 臨 集 字 聖 教 序 川 﨑 幸 子 常磐白鳥町
36 臨 隅 寺 心 経 黒 澤 眞 央 中央台
37 陶 淵 明 詩 田 中 京 華 小名浜
38 青 少 年 賞 臨 寸 松 庵 色 紙 髙 木 優 華 渡辺町松小屋
39 招 待 風 の 又 三 郎 金 成 晁 泉 中央台
40 臨 寸 松 庵 色 紙 志 賀 雅 樹 明治団地
41 孟 浩 然 詩 小野寺　典　子 中央台
42 臨 隅 寺 心 経 佐久間　心　暖 常磐上湯長谷町
43 臨 多 宝 塔 碑 上遠野　真　和 遠野町入遠野
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44 臨 寸 松 庵 色 紙 神 永 里 菜 北茨城市関南町神岡上
45 臨 集 字 聖 教 序 早 川 眞 子 小名浜大原
46 臨 隅 寺 心 経 矢 口 大 吾 泉玉露
47 白 居 易 詩 宮 本 美 智 中央台
48 臨 隅 寺 心 経 橋 本 玲 司 内郷御台境町
49 清 遠 吉 田 翠 雪 中央台
50 臨 寸 松 庵 色 紙 加　藤　もとは 平
51 七 言 律 詩 髙 木 紫 萌 小名浜住吉
52 定 家 の う た 山 田 蔦 紅 勿来町
53 施 肩 吾 詩 八 矢 香 陽 常磐湯本町
54 臨 隅 寺 心 経 稲 葉 咲 希 小名浜
55 臨 蘭 亭 叙 大和田　よね子 洋向台
56 臨 寸 松 庵 色 紙 久 野 夢 夏 小名浜下神白
57 森 羅 万 象 萩生田　祥　苑 常磐関船町
58 臨 寸 松 庵 色 紙 大和田　　　憲 平
59 劉 長 卿 詩 本 間 光 鈴 錦町
60 臨 隅 寺 心 経 丹 野 愛 斗 平北白土
61 槐 篠 崎 紫 月 泉ケ丘
62 臨 寸 松 庵 色 紙 松 野 博 之 内郷高坂町
63 臨 集 字 聖 教 序 賀 澤 志 音 小名浜
64 招 待 臨 四 十 三 年 逨 鼎 木 田 湛 周 好間町中好間
65 臨 隅 寺 心 経 志 賀 史 佳 明治団地
66 臨 多 宝 塔 碑 箱 崎 乃 愛 内郷小島町
67 臨 隅 寺 心 経 猪 狩 照 栄 平薄磯
68 李 白 詩 小 松 邦 子 洋向台
69 臨 寸 松 庵 色 紙 荒 木 七 海 常磐湯本町
70 臨 造 像 記 正 木 香 葉 錦町
71 臨 寸 松 庵 色 紙 須 田 眞 広 佐糠町
72 遠 い 春 齋 藤 　 貢 中央台
73 臨 隅 寺 心 経 北 郷 友 樹 植田町
74 四 言 句 佐 藤 江 鶴 常磐藤原町
75 五 言 絶 句 矢 代 純 子 内郷綴町
76 王 維 詩 猪 狩 杏 美 平
77 錢 起 詩 国 分 廣 道 鹿島町久保
78 臨 隅 寺 心 経 篠　原　ありす 中岡町
79 臨 多 宝 塔 碑 小　林　さくら 若葉台
80 松 樹 千 年 翠 遠 藤 裕 鶴 中央台
81 女 郎 花 塩 田 雪 蓉 小名浜
82 李 白 詩 藤 井 翠 和 小名浜大原
83 劉 禹 錫 詩 望 月 元 水 佐糠町
84 臨 隅 寺 心 経 瀬 島 颯 人 常磐関船町
85 杜 甫 詩 五十嵐　雲　海 小名浜玉川町
86 呉 琪 詩 佐 藤 祥 扇 佐糠町
87 招 待 事 欲 静 樋 田 静 流 錦町
88 招 待 田部君子へのオマージュ

～ 遠 野 和 紙 に ～ 江 川 文 子 常磐上湯長谷町
89 招 待 程 頣 詩 句 鈴 木 花 泉 鹿島町米田
90 招 待 七 言 二 句 矢 内 　 齊 四倉町上仁井田
91 審 査 員 臨 董 其 昌 芳 賀 二 葉 勿来町
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92 審 査 員 李 白 詩 滝 　 翠 嶺 常磐藤原町
93 審 査 員 源 氏 物 語 臺 　 麗 子 遠野町滝
94 招 待 無 明 照 破 金 成 大 雅 中央台
95 招 待 七 言 対 句 馬 目 香 楊 小名浜大原
96 招 待 光 隂 如 箭 草 野 蘆 舟 泉町
97 佳 作 人 間 は 渡 辺 梨 花 石塚町
98 青 少 年 賞 臨 風 信 帖 星 野 美 姫 常磐下湯長谷町
99 臨 隅 寺 心 経 原 　 琴 芭 錦町
100 招 待 尾 崎 喜 八 の 詩 阿 部 嶋 泉 平下平窪
101 招 待 杜 甫 詩 吉 村 翆 苑 平
102 青 少 年 賞 王 維 詩 清 野 笑 日 平
103 七 言 絶 句 安 島 萩 逕 小名浜
104 白 居 易 詩 谷津田　敬　心 鹿島町走熊
105 佳 作 古 今 集 の う た 石 井 京 師 内郷綴町
106 招 待 張 弼 詩 谷 津 彤 雲 内郷宮町
107 佳 作 趙 執 信 詩 山 口 瑞 花 常磐上湯長谷町
108 教 育 長 賞 古 今 和 歌 集 西　　　恵美子 四倉町
109 市 長 賞 五 言 律 詩 山 川 榮 雪 平
110 議 長 賞 三 字 句 齊 藤 福 庵 郷ケ丘
111 佳 作 臨 王 鐸 田 村 萬 里 中央台
112 佳 作 夏 完 淳 詩 伊 藤 松 茄 平赤井
113 杜 甫 詩 矢 田 香 琳 小名浜大原
114 招 待 静 夜 思 荒 井 東 苑 平
115 守 仁 詩 笹 田 北 陲 勿来町
116 王 維 詩 綱 川 理 子 小名浜
117 臨 隅 寺 心 経 桑 原 奈 音 小名浜玉川町
118 佳 作 七 言 律 詩 髙 萩 祥 陽 泉町
119 臨 傅 山 鈴 木 多 佳 平上荒川
120 皇 甫 冉 詩 折 笠 秀 華 金山町
121 招 待 楽 毅 列 伝 （ 史 記 ） 馬 上 溪 花 平中山
122 青 少 年 賞 臨 張 猛 龍 碑 渡 部 愛 加 平北白土
123 招 待 五 言 句 筥 崎 雪 虹 鹿島町上蔵持
124 招 待 呉 文 泰 詩 丹 野 清 波 小名浜岡小名
125 王 績 詩 橘 内 香 流 泉滝尻
126 杜 荀 鶴 詩 鈴 木 小 琴 植田町
127 白 居 易 詩 木 田 涼 祥 中央台
128 臨 隅 寺 心 経 新 藤 雅 巳 勿来町
129 佳 作 李 賀 詩 櫛 田 　 啓 中央台
130 招 待 福 原 清 の 詩 髙 久 香 扇 永崎
131 臨 寸 松 庵 色 紙 八 代 愛 磨 平
132 臨 隅 寺 心 経 桑 田 眞 大 山田町
133 萬 葉 集 の う た 古 市 澄 子 泉ケ丘
134 臨 傅 山 遠 藤 知 胡 郷ケ丘
135 憩 ひ 中 村 明 子 埼玉県草加市青柳
136 臨 隅 寺 心 経 宮 内 葵 衣 平中山
137 招 待 残 り 火 石 川 大 湲 平上片寄


